
1. 企画の意図
本企画では、国境そして建築家としての職能、職Үを
௔えて੊ֆで活動をしているʮӿ境建築家ʯによるトー
クセッションが行われた。ʮӿ境建築家ʯたちは、ӿ
境することによって何をもたらし、そして何をもたら
されたのかを考えた。

2. トークセッションの概要
グローώル化が加ଐした現代において、国境・ช化・
職能といった境ֆを௔えて活動する建築家や研究者た
ちは、現地の人々との関係性を築きながら実ભを行っ
ている。本セッションは、ίニアでౖについての研究
活動をしている司会のࡖ田ચさΞのもと、� 人の登壇
者によって進められた。ࡖ田さΞの「現在行っている
活動において、どのような業झや職能を௔えて関わっ
ているのか。そしてӿ境することで自ਐが何をもたら
し、また何をもたらされたのか」という問いにԢ౶す
るかたちで議論は展開された。

まずは登壇者がそれぞれの活動を紹介した。

Ҭ本佐保཮さΞは、ίニアのスラムへとӿ境した研究
者だ。΢ンϓΧーマルेڋ地でे຿と共に学ߏのセル
ϓϑルχなどを実ભしてきた。しかし、その学ߏは࠸
開発計画によってభڊされてしまう。そこで、Բࠞを
ֽけるなど、ौೊ性の高いセルϓϑルχを行い、スラ
ムの੕࣑的・社会的状ڱにԢじた設計を実ભした。研
究者としての専門྘Үから現場というඉ専門的職Үへ
ӿ境するとともに、教育の境ֆやݘཤをもԥ断する取
り組みが特徴的である。

当日の会場の༹子 � 会場には෱߁い年ྺ層の௎़がॄまった � 坂田さんの司会のもと、 登壇者が自身の越

境体験について語った．

上段左 ： 坂田さん　上段右 ： 井本さん　

中段左 ： 後藤さん　中段右 ： 山道さん　

下段左 ： 早野さん

΢ンχをڎ点に活動する建築家の後藤࢛ࠂさΞは、̑
つのプロジェクトを通して自ਐのӿ境経験を紹介し
た。̏つ目は、地Ү分ܗࢆ΢ンϓラであるώ΢Ψϓィ
ルターの開発で、1*2 や地ݫ企業との協働により、
建築家が担いうる΢ンϓラ設計の限ֆをӿえた実ભを
行った。̐つ目のマーίットのプロジェクトでは、限
られた༩ࢋで؉やかな公共空間をつくるためにԲࠞを
かけるという設計を行った。このプロジェクトを通し
て学Ξだこととして、施設を与えるだけではे຿が࢘
わないことも多く、ϤーザーଈのΫϡϏシティを考ྂ
した設計が重要だと考えていると述べている。̑つ目
は、プロセスを重視したアーティスト・΢ン・レジ
デンスの開催について。参加者にプロンプトを与え、
それについての制作を行う。そして参加者がϭーク
ショップで制作した作品たちをೈムンώ΢のΨープン
スタジΨで展示するという取り組みを紹介した。

ςώϟアーΫテクςの山ಕ୕人さΞは、ദ士課ఖ時代
にシェアΨϓィスの運営や設計、ϗンοϡーࢩԋな
ど෱߁い職能をԥ断して活動してきた。近年では下北
ୖで、かつて࢘われていた線࿑敷地をऑい੊代が改造
しながら฽らすプロジェクトに取り組み、൵や外ปの
ルールづくりや、改造しやすいディテールの設計を
行った。そのように仕組みや、あるఖ度のルールをつ
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トークセッションの༹子．

くることによって、建築の知識をもたないϤーザーが
自ら空間をつくることを可能にし、ඉ専門家と建築を
つな͛ోڰし役を果たしている。

0A' AUFKLWHFWV の૥野༺介さΞは、「ӿ境した」とい
う感ְよりも、ථうように北ښへたどり஥いたと述べ、
ช化や言語の違いを์えながらଠ者と協働する姿勢を
語った。多༹なช化ഐܢを持つスタッϓや社会と関わ
りながら、違࿪感を内ใしたまま建築設計に取り組Ξ
でいる。

� 人のプレゼンテーションが終わり、ࡖ田さΞは「྘
Үԥ断によって何が自ਐにもたらされたのか」という
点に議論を向けた。

૥野さΞは、ӿ境する際には自分が開かなければなら
ないと述べた。言語や育った環境の違いからおޕいを
全に理մすることはೋしい。そこで生まれる行間を׮
自ਐの૟଀力でດめ、違࿪感を内ใしながら関わって
いくことが大事である。そして仕事をしていく中で、
建築においても違࿪感を感じるという。日本の建築は
៝ືであるが、中国の建築はմ଀度がߧいもののおお
らかであるという特徴を持つ。その違いをなΞとか༧
合できないかということにڷ味があるという。

これらの実ભに共通して見られるのは、自ਐおよび関
わる૮घの立場をݽ定化せず、関係性をあえて nルー
θ| に保つ姿勢である。関係のմ଀度をߧくし、ौೊ
に関わることで、新たな協働の可能性を生みड़してい
る。登壇者の多くに見られる姿勢として、デザ΢ンす
るଈと࢘用するଈを分཯せず、共に空間をつくり上げ
ることや、改築・࠸構築を੷ۅ的に受け入れるといっ
た取り組みがڏげられる。これにより、建築家という
職能の࿰をӿえた実ભが実現している。

൶らの活動は、言語やช化、職能、さらには法ཱやݽ
定؏೨さえもӿえて展開されている。ӿ境する建築家
には、異なるช化や言語を׮全に理մできなくとも、
ଠ者と関わり続ける姿勢とְޝが見られる。

ӿ境とは、人と力をॄめる行為であるとࡖ田さΞが述
べられたのが印象的であった。

3. ౲ೖの࣯ٛԢ౶
  「ӿ境の中で、࢘う人とデザ΢ンする人の立場が重な
り合っている༹子が良い。あえてྈ者を分けないとい
うスタンスなのか」という問いが投げかけられた。

これに対し、૥野さΞは、大وໝなプロジェクトでは
多༹なช化的ഐܢを持つ人々と関わることになるた
め、大઀なϑジョンを見失わないことが重要だと述べ
た。その一方で、ࡋ部まで理մし合おうとするのでは
なく、あえて関係のմ଀度をߧく保ちながら関わるこ
とで、違いを内ใした協働が可能になると語った。

また後藤さΞは、自ਐはあくまで施主をࢩえる立場で
あり、主体は常に施主ଈにあるという意識を持って設
計に向き合っているという。質ٛԢ౶を通して、ӿ境
的な実ભにおいては、立場をݽ定せず、それぞれの役
割をौೊに捉える姿勢が重要であることが改めて示さ
れた。

�. まとめ
私はこのセッションに参加して、ӿ境とは特พな場所
へ行ったり、大きな行動を起こしたりすることだけで
はなく、自分の立場や専門をઊ対的なものとせず、ଠ
者との関係の中で༵らし続ける姿勢そのものなのだと
感じた。登壇者たちは、建築家としての成果だけでな
く、関わる人々との関わり方や、そのプロセスを大઀
にしていた。その姿勢から、建築は一人で׮結する行
為ではなく、人と人との関係の中で生まれるものだと
改めて感じた。また、違࿪感やわからなさをす͛にմ
ভしようとせず、それらを์えたまま関わり続ける姿
勢が印象に残った。ӿ境とは、境ֆをভすことではな
く、違いがあることを前提としたうえで、それでも関
係を結び続ける行為なのだと感じた。
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